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吉岡委員　本日は、昨年 6月に玖珂医師会の会
長になられました藤政篤志 先生にお話をお伺い

したいと思います。ご多忙のところ、インタビュー

の時間をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。

　まず玖珂医師会についてご紹介いただけます

か。

藤政会長　平成 6年に 75周年記念誌を作った時
に、大正 9年の第二次玖珂郡医師会発足をスター

トとするということにしております。その前に、

第一次玖珂郡医師会というのが明治 40年に設立

されたという記録がありますので、第二次玖珂郡

医師会ということにいたしました。元々は現在の

岩国市医師会、柳井医師会が一緒で大きな医師会

だったんですが、市制の問題があり、昭和 15年

に岩国市が独立されて今の岩国市医師会、昭和

29 年には柳井市が誕生して今の柳井医師会が誕

生しております。今の玖珂医師会、以前は玖珂郡

医師会と称しておりましたが、旧玖珂郡の錦町・

美川町・美和町・本郷村・玖珂町・周東町、それ

と由宇町の一部医療機関で構成されています。平

成 18年に錦町・美川町・美和町、本郷村、玖珂

町、周東町が岩国市と合併しましたが、医師会は

岩国市医師会との合併には至っておりません。平

成 25年に法人の扱いが変わり、社団法人玖珂郡

医師会から、一般社団法人玖珂医師会と名称を変

更し、今日に至っております。

　本年 1月 1日現在の会員ですが、1号会員 28

名、2号会員 19 名、3号会員は 0です。病院と

しては 9医療機関（公立病院 2：岩国市立錦中央

病院、美和病院）、診療所は 14 医療機関（公立

診療所 1：岩国市立本郷診療所）、老健施設は 3

施設です。会員の年齢構成は、80 歳以上の会員

が 4名（うち 1号会員 1名）、70歳代が 8名（同

7 名）、60 歳代が 15 名（同 10 名）、50 歳代が

14名（同 7名）、50歳以下が 6名（同 3名）と

なっております。

吉岡委員　地域的には結構広い範囲ですよね。

藤政会長　北は島根県の県境、由宇町を入れます
と瀬戸内海までとなりますので、南北に長く広い

地域です。

吉岡委員　そうしますと何をやるにしても難しい
部分もあるのではないでしょうか。
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藤政会長　範囲が広いため、先生方にお集まりい
ただくのに大変な面もあります。しかし、その反

面、もともとの人数があまり多くないため、お互

いの顔が見えることから意思疎通は図りやすいか

と思います。

吉岡委員　救急や休日当番はどのようになってい
るのでしょうか。

藤政会長　以前は錦町、美川町、美和町、本郷村
の一ブロックと玖西の玖珂、周東ブロックとの 2

か所で在宅当番医をしておりましたが、現在は医

療機関の減少あるいは医師の高齢化が進んできて

いることから両方で 1か所とし、在宅当番とし

ております。ただ、岩国市医療センター医師会病

院の平日夜間の方にも出務されている医療機関が

あり、これがだいたい6施設の先生が出ておられ、

残りの医療機関としては 23施設ありますが、そ

のうちの 80歳以上のご高齢の先生の診療所と週

1回の診療のみの施設は外しておりますので、残

りの 15施設で日曜・休日在宅当番医という形を

取っております。

吉岡委員　なかなか難しい時代になっています。
先程、述べられましたが、平成の大合併で玖珂医

師会と岩国市医師会の 2つがあり、行政は行政

の都合で合併したんですが、医師会の運営は非常

に難しく、一つになってしまうと、これまでの歴

史がありますから大変です。ただ、現実は、2つ

のままで勉強会や救急の乗り入れもしています

し、病診連携や診診連携も実際には広い岩国市の

中で、医師会は違っていても一つのようなかんじ

で医師会の救急当番に出られたり、勉強会にも出

られたりしているかと思います。

藤政会長　岩国市医師会は、もともとは玖珂郡医
師会という大きな枠の中からできており、言って

みれば兄弟みたいなものであって、距離的にも近

いわけで、勉強会などを熱心にされていることか

ら玖珂医師会の会員も参加させていただいており

ます。病診連携や診診連携にしても岩国医療圏と

いうことで考えれば、三次救急までできるところ

は国立病院岩国医療センターであり、また、平日

の夜間の一次二次ということになると医師会病院

となるので共通の部分は多く、岩国市医師会の先

生方とも親しい関係ができておりますが、合併に

は至っていないということです。数年前までは何

回か、お互いの医師会の役員で話し合いを持たれ

ていましたが、進展はないという状況です。

吉岡委員　介護についてはいかがですか。

藤政会長　介護保険の認定制度も大きな枠では岩
国市に入りますが、地理的にも非常に範囲が広く、

地域の実情がある程度分かった方が入ったほう

がよいということで、旧岩国市内とは別に玖北地

区、玖西地区の2つでしていると思います。以前、

岩国市になる前も 2つでやっておりましたので、

それがそのまま残った形です。

吉岡委員　人数が多くても大変ですが、少なけれ
ば少ないほど大変かと存じます。

藤政会長　ほとんどの先生に医師会の役員や介護
保険の審査委員など、何か一つは役をしていただ

いているのが実状です。

吉岡委員　ありがとうございました。次に、今、
特に力を入れておられる事業はありますか。

藤政会長　小さい医師会なので玖珂医師会として
単独の事業というのはないんですが、岩国市医師

会との共同、共催ということではさせてもらって

います。行政が一つですから、どうしてもそうい

うことが多いと思います。

吉岡委員　会報は年何回発行しておられますか。

藤政会長　2回です。最新号が 83 号となってお
りますが、これは玖珂郡医師会報からの通算にな

ります。

吉岡委員　編集等は、どのようにされているんで
すか。
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藤政会長　広報担当の松井晶子 先生が中心にさ
れていて、適宜、広報委員会を開催しており、原

稿のチェックについては持ち回りみたいな形でさ

れているかと思います。

吉岡委員　ある程度のページ数がないといけませ
んから大変ですよね。

藤政会長　私の 2代前の会長である吉岡春紀 先
生から、よく原稿や写真をご提供いただいており

ます。

吉岡委員　玖珂医師会の特色はございませんか。

藤政会長　特色としては月 1回の医師会の中で
の勉強会です。外部から講師に来ていただく場合

と自分たちの持ち寄り症例の検討とがあります。

また、前会長の河郷 忍 先生が熱心にされていた

んですが、年 1回、ケアマネージャーをはじめ

とする介護職の方との合同勉強会を行っており

ます。会場は玖珂中央病院の会議室をお借りして

行っており、多い時は 50 人ぐらい集まります。

介護職の方は女性が多く、お帰りの際のことも考

えて 19時ぐらいから開始して、20時 30 分ぐら

いには終了するようにしています。

吉岡委員　次に県医師会や日本医師会に対する要
望はございますか。

藤政会長　山口県全体に言えることですが、若手
の医師、看護師を含めた医療職の確保というのが

私たちの郡部のような地域はなかなか難しいとい

うのが実状です。県医師会も一生懸命やっておら

れるのは存じておりますが、山口県の 40歳以下

の先生の数は全国でも下から数えて何番目という

ことで、これは山口大学も含めて研修医制度の問

題もあるとは思いますが、なんとかならないかな

と思っております。

吉岡委員　岩国市医師会員もかなり高齢化してお
り、若手が開業しなければ年齢層は上がるばかり

です。

藤政会長　昨年 6月に会長に就任した際、会長
挨拶の中で、玖珂医師会も高齢化しており、60

歳以上の医師がほとんどになっているので、ぜひ

若手医師の加入をという話をしました。後継予定

の若い先生には、ぜひ早めに玖珂医師会に入会し

ていただきたい。勤務地が他地区医療機関の間は

会費は無料でよいし、忘年会、新年会だけでも

よいから顔を出してもらい、玖珂医師会の会員と

して登録してもらうよう推進できないかというこ

とを述べました。今は研修あるいは基幹病院のス

タッフとして残っておられても、籍だけでも置い

てもらえないかと。懇親会等に来ていただければ

顔が見れて、場合によっては若手の先生に講師を

していただくなどして、スムーズにバトンタッチ

ができないものかという話をしました。

吉岡委員　スムーズに交代できれば良いんです
が、なかなか難しいですよね。

藤政会長　大都市圏で現職でされておられる年代
の先生方にすぐ帰って来てくれというのはなかな

か難しいとは思います。しかし、なんとかならな

いものかなと考えております。

吉岡委員　山口県全体では増えている医師会もあ
るみたいですが。

藤政会長　研修病院等がある所では、その周辺で
開業ということもしやすいのかなと思います。

吉岡委員　ありがとうございました。次に先生ご
自身についてお聞かせ願います。

藤政会長　私は山口県の出身で大学は久留米大学
医学部に入学しました。久留米は「3しゃ（『医

者』、『ゴム社』、『芸者』）の町」と言われていま

した。卒業してからは外科の教室に入局したんで

すが、法医学の教授が父と知り合いだったことも

あり、学内保証人という制度があったことから保

証人になってもらった関係で法医学講座にも少し

行っていました。
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吉岡委員　次に先生の座右の銘、モットー等を教
えていただけますか。

藤政会長　特別ないんですが、その時その場で自
分の置かれた立場で自分なりに一生懸命やってい

くということを心がけています。あたりまえとい

えばあたりまえのことなんですが。

吉岡委員　大事なことですよね。趣味はございま
すか。

藤政会長　学生時代はテニス部に籍を置いていま
したが、全然芽が出ませんでした。その後は、親

しい友人に誘われてワンダーフォーゲルに入りま

した。登山は九州の山がほとんどでしたが、九重

連山、屋久島、霧島、伯耆大山、夏の北アルプス

等に登りました。

吉岡委員　最近、特に高齢になられて山登りをさ
れる方が増えています。ご夫婦で登られたりとか。

登ると楽しいんでしょうが、私は体力的にキツイ

かなと思っています。

藤政会長　学生時代は登っていました
が、こちらに帰ってきてからは周りが

山だらけなので、登ることがなくなり

ました。今は映画を観に行くことぐら

いです。

吉岡委員　映画館もなくなってきて困

りますよね。岩国の映画館はなくなってしまいま

した。

藤政会長　私は下松のMOVIX 周南に観に行って
います。岩国の映画館が閉館する時、最後の上映

がオードリー・ヘプバーンの「ローマの休日」で、

観に行きました。

吉岡委員　私も映画は好きなんですが、岩国では
観れないので DVDかテレビで放映されてから観

るようになってしまいました。

藤政会長　先日公開された「サバイバルファミ
リー」は、ほとんど山口県でロケをしたそうです

ね。映画を観て、撮影された場所に行ってみたい

なと思っております。

吉岡委員　私もいずれ観てみたいと思います。本
日はご多忙中のところ、ありがとうございまし

た。先生の今後ますますのご活躍を祈念しており

ます。


